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〈概要〉 

①４つのグループとしての解放 

 

 

②再定住の開始 

 

 

③アメリカ政府の政策 

 

 

④市民権の放棄 

 

 

⑤強制収容所の閉鎖 

 

 

〈考察〉 

自由について 

 解放をうたった様々な政策があり、それは一見「自由」を強調したものに思えるが、

実際は当事者の意思(自己決定)を無視したものであると考えた。 

 

 

〈ディスカッションポイント〉 

・もし、自分が当事者だったら強制収容所から出るか、出ないか。 

 

・ソーシャルワーカーとして両者に対してどのような支援をするか。 

 

・「アメリカ人」でもなく「日本人」でもない「日系アメリカ人」というアイデンティ

ティを堂々と主張できる社会にするには？ 


